　ガスバーナーの使い方

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

ガスバーナーを１人で使えるようになろう
ガスバーナーの２つの調節ねじの名前をまとめておこう。

· 下が（　　　　　　）調節ねじ。
上から見て反時計回りにまわすと，（　　ひらく　・　とじる　　）

· 上が（　　　　　　）調節ねじ。
上から見て反時計回りにまわすと，（　　ひらく　・　とじる　　）
　　・下のねじの上にのっているので下のねじをまわすといっしょに回ってしまう。

・上のねじを調節するときは、下のねじをおさえて、下のねじと上のねじとの間隔を広げたり、せばめたりする。

火のつけ方

1 ゴーグルを付ける

2 「ガスの　　　　　　　　　　　」と「２つの調節ねじ」が閉まっていることを確認する。
3 （　　　　　　　　　　　　　　）を開く。（バーナーの根本にも元栓があるものもある）
4 マッチの火を（　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　）。　←　最も重要
5 （　　　　　　　　）調節ねじをあけて，黄色の炎をつける。

6 ガス調節ねじを手でおさえる。
7 （　　　　　　　　）調節ねじをあけて，空気の入るすき間をつくり青色の炎にする。
8 炎の大きさを調整し，水色の三角ができるように２つのねじを調節する。
火の消し方

1 ガス調節ねじをおさえながら、（　　　　　　　　）調節ねじを時計回りに回して，黄色の炎にする。
2 （　　　　　　　　）調節ねじを時計回りにまわし，炎を消す。（上のねじも一緒に回る）
3 最後に，（　　　　　　　）を閉める。（２ヶ所の場合もある）
注意すること：
· 燃えるものを，そばにおかない（燃えたり，火事になったりする）
· 調節ねじは，きつく閉めない（次の人が苦しむ）
· 変になって，どうしようもなくなったら，（　　　　　　　）を閉める。
ガスバーナーの一番熱いところは？

· シャープペンシルの芯をピンセットでつまみ、芯の先を炎の中に入れていみよう。（破片が飛ぶので目を近づけない）一番熱いところは，一番芯が赤くなります。

· 右にガスバーナーの炎の絵を書いて，一番熱いところに×印をつけよう。


